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＜病棟連絡事項＞
・柞木田Dr.本日、明日不在。6/27 PM診察になります。
・各勤務帯で危険物の回収忘れがないよう確認していきましょう。
・売店タブレットについてユニットごとで接続できるWi-Fiが異なるためアクセスポイントを切り替えて使用して下さい。

・45号室のベッドフレーム破損は修繕依頼しています。
＜患者様連絡事項＞
・伊藤　宏美様～外泊訓練に向かわれています。

・榊　正博様～モニター面会実施しています。便失禁が連日見られている為リハパンで

の対応について提案し持参しています。
・福井　宏様～主治医面談実施しています。詳細は記録参照して下さい。
・中村　征美様～次回のデポ剤について、前回6/19施行から2週間後の7/3と指示あります。
・鹿原　一様～本日、脳波検査の実施をしています。
・磯島　武弘様～部屋の状態を確認したいと三戸のアパートに外出希望あります。5月に行っており、病棟ルールを守れていない姿や頻回は要求となる可能性もふまえて主治医に確認していきましょう。金庫をPSWに返却しています。
・大平　香奈様～八戸赤十字病院　婦人科宛ての紹介状作成依頼をしていきましょう。

・井上　哲也様～週末の面会時に退院場所の確認をしています。両親・患者様共に青山荘入所に同意ある為今後見学実施予定です。

・藪　真弓様～東病棟入院中の患者様と連絡を取り合い「死にたい」と言われたころからどうすれば良いか分からないと精神症状不安定となっています。主治医報告しスマホ使用禁止となりました。
＜ベッドコントロール＞

・川村　貞子様～デポの為6/27東病棟へ転出予定ですが退院前訪問指導と重なっている為、6/30に変更。
・中村　征美様～デポの為7/3東病棟へ転出予定。

＜要注目患者様ケース検討＞
・大平　香奈様～週末外泊訓練実施し、帰院したくないと御家族より架電ありましたが無事帰院しています。しかし、腹痛や帰宅要求あり大声やスタッフへの粗暴行為あり興奮性見られています。距離を取り様子をみると落ち着き見られていたようです。アピールをとるような行動は以前からも見られていた為精神症状の確認と傾聴を行い適切な距離感を保っていきましょう。
・古舘　正行様～週末、血圧低値とふらつきあります。下肢挙上後に血圧上昇し日課支障なく過ごされています。血圧測定が1回/週でしたが毎日に変更し身体状況の確認をしていきましょう。
・金山　辰巳様～昨日発熱38.9℃ありクーリングと頓服にて経過観察しています。本日は36.3℃、Spo2：90％、他バイタル異常や感冒症状なく食事も全量摂取しています。引き続き状態観察していきましょう。
＜退院支援状況確認＞
・岩澤　渉様～6/26酒歴発表後退院となります。
・伊藤　宏美様～6/26酒歴発表。自宅退院予定です。訪問看護【五福】導入予定、デイケア6/25見学・体験調整しています。今後、退院前共同指導の依頼も実施予定です。
・鹿原　一様～7/4青山荘入所予定です。
・榊　正博様～6/24　ケア会議実施予定です。退院後はB型就労　ラボーロ　デイサー
ビス　結び家を利用予定です。
・豊田　健世様～要介護4。以前入所していた有料老人ホームおおひらきへ再入所予定。

看護サマリーFAXし、連絡待ちです。
・中村　征美様～今後の退院先に関して、本人自宅で母様は本人の対応が困難との事で
施設入所を希望。しかし、本人は独居であり、母様も特別な介入や支援はしている状況ではなかったとの事。母様へも再度今後について確認や説明が必要です。

・古舘　正行様～入院前の施設への再入所予定。施設側へ看護サマリーをFAXしています。
・越後　京子様～6/26　障害区分認定調査実施し6/30施設入所予定です。
・七戸　康憲様～自宅退院予定。サービス導入はせずに退院支援進めていきます。
・鈴木　達也様～7/8主治医面談実施予定となっています。
・川村　貴美代様～GH入所予定。家族は本人との関わりを拒否しており、保証人になる事は難しい様子であるため、成年後見人の申請を勧めていきます。
・瀬川　高雄様～入院前の施設への再入所予定です。
・藤井　理代様～計画相談員とGH入所について面会実施していますが妄想言動著明で
した。7/4再度面会予定です。
・大平　香奈様～入院当初は施設退院の意向となっていましたが、入院中に面会を行う中で自宅退院の話も出ているようです。家族意向を再確認していきます。
・福井　宏様～本日主治医面談実施、今後ひなたの家と面会予定です。
・井上　哲也様～本人と御家族から青山荘入所希望あります。今後見学予定です。
・川村　貞子様～6/26退院前訪問指導実施予定です。
・松原　千積様～計画相談より入院前のGHに再入所可能と返事あります。現在、主治医面談調整中です。
・木口　柊太郎様～6/26青山荘見学予定です。学校在籍しながらの障害福祉サービス利用については、障がい福祉課より了承もらえています。
・古積　幸太様～青風荘、青陽館、ぎんなん寮の見学予定です。青山荘利用の際はデイナイトケア、ぎんなん寮利用の際には付近のB型を利用となります。母様、相談支援事業者で青陽館見学しています。
＜倫理カンファレンス＞
	事例
	毎回の勤務時、挨拶と名前を名乗る事を行い、少しずつ信頼関係を構築していったことによりスタッフ介入時の拒否抵抗が減少してきた。


	良い結果
	今まで清潔動作である更衣、入浴、爪切りの介入に対して拒否抵抗が強くスタッフに対しても眼光の鋭さが見られていた。毎日挨拶する事で患者側から話し掛ける回数が増え結果スタッフの更衣提案にも応じるようになったと感じる。

	該当する
倫理指針
	・人権尊重
・無危害
・継続学習が該当されるのではないか

これまではスタッフが手を引き複数人での対応や恐怖心もあった。「自分で更衣をする」と自己決定をしている事や手を抑えながらの更衣がなくなった為粗暴行為や大声を発する事が減りスタッフ、患者の安全性も確保した状態で行えていると感じる。時間は要するが毎日の挨拶が結果的に信頼関係の構築へとつながった事を実感した。スタッフの指示動作を穏やかに聞くようになった事、担当スタッフ以外にも笑顔をみせ体操にも時折参加するようになった。その人の状態に応じた対応や関わり方は今後も継続学習していきたいと思う。


	事例
	患者様は自宅への退院希望もご家族様の受け入れが困難であり施設入所の方向で進め、関連施設やGHの体験利用を行うが“たくさんの人が居るのが苦手”“食事の用意が出来るか分からない”等の理由で拒否があり難航していた。

精神状態も安定している事もあり、少しずづ段階を踏めるよう就労アセスメントを定期的に実施していき、ご本人様の取り組みにも問題無く施設スタッフの評価も問題無かった事、GHの空きもあり入所へと進める事ができた。

	良い結果
	タイミングもよくＧＨの空きがあった事もあったが、多職種連携との連携や様々な制度を利用し、退院に関し不安や不満を抱えている患者様へ、少しでも安心感や自信を持って退院後の生活を送っていただけるよう支援を行う事ができたと思われる。



	該当する

倫理指針
	善行

多職種連携

人権尊重

継続学習

患者様一人一人に合った支援の提供のため、患者様の意向も尊重しながら提供した支援を拒否した場合においても、様々な代替え案を他職種とも情報共有し連携しながら支援体制を整えていき、様々な制度等自己学習していく必要がある。


	事例
	買い物が頻回で上限額を越えている為、買い物は出来ないと伝えていたが易怒性あり、「しばらく買い物をしていないからそんなはずない。スタッフが買い物をさせてくれない」と家族に架電し、御家族から病院に確認の電話がかかってくる事もあった。買い物で使った金額と日付、上限額をスタッフがメモし把握、患者様に伝えるようにした。

	良い結果
	金銭の上限について自分で考えられるようになり、自身で納得した上で買い物を行う事で、スタッフに対しての易怒性は見られなくなった。本人様が家族に病院に電話させることが減り、差し入れの回数も減り、家族様の負担の減少にもつながった。

	該当する

倫理指針
	善行

自律、自己決定の尊重

　いくら使っているかを伝える事で本人も納得し「今回は買わない」等いつどのくらい使うかを考える事が出来ていた。自己決定を尊重しつつ最善の利益に基づいて共に考え、最善と思われる案を提供できたのではないか。


